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論文の内容の要旨
本論文は、地域の自然環境を活かし、その豊かな水資源を有効にかつ効率的に利用する伝統的な水利用シ
ステムについて、現在でも積極的に利用、維持されている滋賀県高島市針江(はりえ)地区のカバタと呼ば
れている水利用システムに注自し、その存続を可能にしている自然科学的・社会科学的要因を明らかにした
ものである。
針江地区は、琵琶湖の西岸の扇状地に位置し、扇状地の末端部に存在する自噴地下水を利用した持続型水
利用システムを現在でも住民の管理の下で維持しており、郡上八幡、富山県庄JI!扇状地などと共に代表的な
伝統的水利用システムを構築している。
本論文では、水利用システムの背景となっている水文条件、要因を、水文科学的な調査により、 j函養源、
流動系、滞留時開などとともに明らかにしている。また、開き取り調査や文献調査により、伝統的水利用シ
ステムを支えている住民の意識や行動を明らかにしている。
地下水自噴帯は、主に安曇川からの伏流水や謹概用水による農地からの極養により維持されていることが、
水質組成や酸素水素安定問位体比より示された。一方、近年消雪用に大量の地下水が揚水されるようになり、
カバタ・システムとの競合が起こっている。しかしながら、自噴帯は 1950年代に観測された位置と変わらず、
後退せずに維持されていることが確認された。このように自噴帯が、その位置、量とも維持されている要因
として、自噴地下水の流出域に存在する琵琶湖の水位が重要な役割をしており、安曇川と琵琶湖の水位の関
係により、地下水の自噴量や自噴高さ等が規定されていることが示された。とくに琵琶湖総合開発により、
琵琶湖の水位が比較的高い状態で安定していることが、重要な要因であるものと判断される。
社会的な要因については、カバタ・システムを利用する人々の、水への感謝の念や水を汚さない意識が重
要であることが、アンケートおよびヒアリング調査から示された。こうした水への意識は、現在の利用者の
幼少持代、さらには親の世代が生まれる前からの長い歴史をもち、先人が生活するための叡智から発祥した
ものが、時代を経て後世へ受け継がれることで、生活の一部として認識されるようになったものと推察され
た。すなわち、水の重要性を再認識することが、水場や水路の維持管理、さらには水文化の保護へと発展し
たものと考えられた。このため、日頃からカバタ・システムを利用する住民にとり、水場や地下水、水路は、
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特別なものではなく、生活の一部として捉えられており、そのことが、システムが 100年以上にわたり持続
的に維持されてきた要因の一つになっているものと考えられた。
このように対象地域において、現代でも伝統的水利用システムが継承されている自然科学的要因として、
地下水への極養量が十分であり、豊富な水源が確保されていること、さらに地下水の流出域に琵琶湖という
安定した水域が広がることにより、カバタ・システムの水量、水質が維持されているものと判断された。さ
らに、各々の地域において、水の管理を個人単位で行うのではなく、利用者を中心としたコミュニティー単
位として管理・維持することで、水への意識が高まり、そうした意識が、長期にわたり後世へと受け継がれ
ることも、伝統的水利用システムが存続するための重要な要国として評価された。
審査の結果の要旨
本論文では伝統的水利用システムの継続要因を、自然科学的かっ社会科学的側面から、実証的に明らかに
している点が評価される。持続可能性、省エネルギ一等、今後のライフスタイルを確立していくための参考
として、各地に古くから存続する伝統的水利用システムを支える要因を解明することは重要であり、対象地
域において、自ら収集した各種デー夕、情報を総合的に解析することにより、結論を導いている点は、評価
される。とくに、研究対象のカバタ・システムが頑養源と流出域の水文環境という自然環境要因により維持
されている点、また、利用者がコミュニティとして維持管理を主体的に行う点が統合されて、当システムが
持続的に継続していることを示した点は、本研究の成果として評価される。
平成 25年 1月25B、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(環境学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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